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石川県専門学校の化学教育

板垣英治’

EducationofChemistryinlshikawaPrefbcturalComegefroml881tol８８８．

EijihAGAm1

明治14年（1881）から21年（1888）まで存在した県立

の石川県専門学校についてはいくらか記述されてはいる

が，その関係資料が少ないことから詳しく記述されたも

のはない'‐5)。本校は明治初期に高度の専門教育を目指

して啓明学校，石川県中学師範学校を母体として設立さ

れた６年制の学校であり，前３年間を予備科とし，後３

年を本科として，理学・文学・法学の専門的教育をする

ものであった')。このたび本校に就いて詳細に記した資

料一「旧石川県専門学校敷地並資産引継書類及目録」

(以下，「引継書類及目録」と略記する）（図１）6）－が得

られたのを機に，当時の化学教育について詳しく記述す

ることが可能となった。

本校の存続は７年間と短期のものであったが，明治２０

年９月（1887）からは第四高等中学校に引き継がれ，さ

らに明治27年（1894）には学校令の改制で第四高等学校

になり，その後，昭和24年（1949）までの68年の間に，

この地方の高等教育のための中核として重要な役割を果

たした。

本報では多くの資料をもとに本校の由来から，校舎，

教官構成，カリキュラム，化学関係蔵書，化学実験室，

化学実験機器と薬品類，および教育の内容にまでわたり

記述した。本校の発足はナンバースクールと呼ばれた旧

制高等学校が全国に設置される以前の時期であり，我が

国が欧米の文明を取り入れて近代化へ努力していた125

年前にあたり，当時の化学教育の実体が石川県専門学校

をモデルとして，このように記されることは極めて稀で

あり，わが国の草創期の化学教育を伝える重要な資料と

なるであろう。

1．石川県専門学校の由来

文部省第九年報付録「石川県年報」（明治14年分)!)に

よれば，

「本校ハ１日金澤藩治ノ時二當リ明倫堂及致遠描知等ノ

諸学校アリ此学校ヲ合一シタルモノ即チ之ヲ本校ノ起

源トス爾来数次ノ沿革ヲ経テ明治九年校名ヲ啓明ト称

ＦＥ

図１．「１日石川県専門学校敷地並資産引継書類及目録」の表紙6）

l金沢大学名誉教授，金沢大学資料館研究員（金沢市円光寺3-1516）
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シ大二旧観ヲ改メ和漢洋ノ三学科ヲ教授ス髪二始テ本

校ノ基礎確定セリ（中略）菱二於テ又更二当初ノ目的

ヲ改メ英才優秀ノ士ヲ養成スル純然ダル法理文ノ専門

学校トナサントスルモ其学科ダル頗ル高尚ニ渉リ得失

モ亦大ナルヲ以テ先ツ其教則ヲ実施シ成績如何ニ因り

決スル所アラントス是実二明治十三年四月ナリ同十四

年七月中学師範学校ヲ現今ノ校名二改メ学科ヲ改正

ス」

年，1879）から大阪中学校（明治１３年～明治１９年，

1880-1886）を経て第三高等中学校（明治19年～明治２７

年）への移行と対比されるものであり，明治14年７月に

石川県中学師範学校から校名を改称して，９月に石川県

専門学校は発足して，明治20年９月の第四高等中学校の

発足により，翌21年３月（1888）に閉校した3)。

2．本校の位置と建物規模

とありその発足の様子を記している。ここで「諸校を合

一したもの」と記しているが，直接の前身校は「石川県

中学師範学校」であり，前年度の文部省第八年報付録

｢石川県年報」（明治13年）にはこの学校の現状として次

ぎの様に記している7)。

「本年一月登校ノ生徒九十六名教員相議シテ諸学科ヲ

分担シ外国教師ウヰトニーハ専理化学ヲ負担シ傍ラ英

語学ヲ兼ヌ始本校ノ学風文学二偏シ理化学ノムロキハ動

スレハ附属科ノ状ワナサントスル」とあり，さらに

「将来実施スベキ要件三アリ，（中略）其ニハ書籍器械

ヲ充備スルニ在り何トナレハ本校所蔵ノ書籍一萬二千

二百余巻ノ多二至ルモ概文学用ノ書類ニシテ理化及上

法学ノ用二充ツヘキモノ甚乏ク理化器械ノカロキモ僅二

普通ノ品ヲ備フル二過キス」（以下略）

とあり，とても理化学の専門教育をするところではなか

った。これを充実して専門学科を置くために，「十二月

化学室建築二着手ス」とあり，また書籍・器械の充備を

求めている。これを発展して専門教育の充実をめざした

ものが石川県専門学校であった。

本校の修業期限は６学年であり，内３学年は予備科修

業として，その後の３学年は各専門科修業としていた。

専門科は法理文の三学科として，

石川県専門学校は当時の戸籍では石川県金沢区仙石町

三十七番地に千坪（3300㎡）の敷地（現在の金沢市中央

公園の仙石町通りに面する一部)8)に全校建物十棟（坪

数五百三十三坪二歩五厘，約1760㎡）の建物があった。

このうちに三十四坪（112㎡）の化学実験室，十二坪

(40㎡）の博物室，九坪（30㎡）の物理実験室，百四十

一坪（466㎡）の教室（全教室を合計したものと見られ

る）等があった6)。「引継書類及目録」には「地所建物

図」と記載されているが，得られたものには図面は付い

ていない*。この建物は旧石川県中学師範学校のもので

あり，明治20年に第四高等中学校が発足し，明治23年に

新しい建物が建築されるまで使用されていた。この新し

い建物の「理科教室」は登録文化財として現在，愛知県

犬山市の「博物館明治村」に保存されている。

叢本校の建物の図面としては，明治１１年（1878）に前身

校である石川県中学師範学校を明治天皇が北陸巡幸で

訪れた際の図面があるが，各部屋の名前は行事のため

に変えられている。図面の暗室の位置から，その隣の

大きな部屋が化学実験室と推定される９１。

3．教職員と生徒

「学生ノ所志二任セ各一学科ヲ教授シ，併セテ広ク百

家ノ著書二就キ其葱奥ヲ探求セシメ，或ハ学術ヲ講談

スルニ債レシム」

教員はおよそ14名（明治14年）であり，その構成は教

諭２名，助教諭７名，助手２名，他学校よりの教諭２名，

助教諭1名であり，その学歴は法学士１名，理学士１名

であった１１。明治20年に第四高等中学校に移管された時

に記るされた資料'0)および「職員履歴，第一輯｣''１によ

れば，校長武部直松（金沢巽中学校卒，東京府下共`慣義

塾卒，３等教諭)，教諭本間六郎（文学士，東京大学文

学部卒，２等教諭，外国語，地理，歴史担当)，今井省

としたい。なお，予備科は明治17年度（1884）に廃止さ

れ，新たに初等中学科が設置され，８月に規則が改正ざ

れ施行された5)。

本校は京都大学の前身校である大阪専門学校（明治1２

－２２－



東京開成学校と東京医学校が合併して東京大学が成立し

た同１０年４月（1877）東京大学理学部化学科に入学して，

明治14年７月（1881）に同科を卒業して理学士の称号を

受領した**。この年の卒業生は４名であった。同年９月

８日に教授を嘱任され26才でこの石川県専門学校並びに

石川県医学校に着任した。同年12月26日に二等教諭に任

命された。同１８年７月（1885）には石川県師範学校の二

等教諭をも兼任し，同21年４月21日（1888）から第四高

等中学校の教諭となり，同年10月に学制の改制により同

校教授に，同31年１月（1898）には第四高等学校校長心

得となった***・大正元年８月（1912）に依願退官とな

り，１０月末より１年間講師として勤めた'u・今井は金沢

において32年間にわたり化学の教育に携わった。化学助

手は外国語，物理をも兼任した上原直松（22才）であり，

本校の卒業生であった'0)。

本校の生徒数は，明治１４年１月には予備科と本科を合

わせて77名であり，この年の在籍生徒数は132名であっ

た')。明治１５年度には予備科生徒は各級合わせて92名と

なり，本科生徒は各級合わせて法学科26名，理学科４名，

文学科１２名，合計42名，総計137名であった'2)。その後，

三（理学士，東京大学理学部化学科卒，２等教諭，外国
ときゆき

語，化学担当)，北条時敬（理学士，東京大学理学高【数

学科卒，２等教諭，外国語，数学担当）のほかに外人英

語教師１名と，博物学，倫理・漢文，数学，国語・漢

文・歴史，外国語・物理・化学，地理，兵式体操等を教

授する助教諭および助手が１７名であり，事務官を含めた

総数は24名で，その着任時の平均年齢は23.7才と非常に

若いものであった率。漢文教諭は藩政期に加賀藩壮猷館

で学んだ者，そして兵式体操の教員助手大石篤治は明治

１０年の西南戦争で九州に出兵した者であった。また，石

川県中学師範学校および石川県師範学校の卒業のもの３

名，本校卒業のもの５名がいた。今井，本間，大石を除

く総てが石川県の出身者で占められていた（表ｌ）。

本校の開学にあたり必要とした学士の内の－人が化学
せいぞう

担当の今井省三であった。今井'よ安政２年１月１日

(1855)，江戸湯島天神町で静岡藩士の家に生まれた。慶

応元年（1865）に横浜学問場で国語，漢学を修業して，

明治３年１月（1870）から静岡学校で変則英学，漢学を

修業し，同６年９月（1873）に東京外国語学校で英学を

修業し，同７年９月（1874）東京開成学校に入学した。

表１．石川県専門学校の教職員

担当学科氏名 生年月日出身地 股終学歴 着任年月日その他年齢’四高教官２

校長武部直松

第一外国語オルランド･エヌバントンョ

教諭

第一外国語,地理,歴史本間六郎文学士

第一外国語，化学今井省三（せいぞう）理学士

第一外国語，数学北条時敬（ときゆき）理学士

博物学大島多計比古

数学関口開‘

助教諭

倫理，漢文大瀬直温

数学田中鉄吉（おのきち）

数学得田耕（たがへす）

助教諭試補

漢文瀬尾健造

国語，漢文，歴史三宅少太郎

漢文大島熈（ひろし）

第一外国語，数学奥田頼太郎

第一外国語木村尚（たかし）

数学小島金六

第一外国語石田鼎一（ていいち）

第一外国語伊藤亥之吉

第一外国語,物理,化学上原直松

地理藤井鏡（あきら）

漢文，歴史雲Ｈ１平太郎

教員助手

兵式体操大石篤治

事務官増野唯宣

吉村政行

事務官

嘉永４年12月

1862年

万延元年８月

安政２年１月

安政５年３月

安政４年12月

天保13年６月

東京府下共慣義塾（明８卒)，金沢巽中学校金沢区飛梅町

米国

静岡磐前郡平田町

静岡，（生）江戸湯島

金沢区観音町

金沢区尻垂坂通

金沢区泉町

明治14年12月26日

明治18年９月５日

明治20年10月22日

明治18年７月１１日

明治20年２月10日

明治14年９月

明治18年７月11日

明治18年７月１日

明治14年12月

３等教諭

校長

０
４
５

３
３
２

東京大学文学部政治理財学科卒（明18卒）

東京大学理学部化学科卒（明１４）

東京大学理学部数学科卒（明18）

東京師範学校中学師範学科卒（明12）

私塾，石川県中学師範学校教諭

２等教諭

教諭

２等教諭

２等教諭

３等教諭

３等教諭

助教諭

３等助教諭

３等助教諭

助教諭試補

２等助教諭

３等助教諭

教員助手

教員助手

助教諭試補

教員助手

教員助手

教員助手

3等助教諭

助教諭試補

教員助手

轡記心得

４等替記

助教諭

５
７
６
７
８
０

２
２
２
２
２
４

教授

学校長Ⅲ教授

(病没）

文久元年８月金沢区土収場撞木町石川県中学師範学校数学科卒（明13）明治17年７月３日

安政４年５月石川郡吉田漆島村石)||県師範学校小学師範学科卒（明９）明治１６年１月23日

２３教授

２６助教授

月
月
月
月
月
月
月
月

３
１
８
，
皿
７
，
６

年
年
年
年
年
年
年
年

元
元
６
元
２
３
元
２

政
延
政
治
応
久
治
政

安
万
安
元
慶
文
元
安

金沢区片町

金沢区笹ケ町

金沢区巴町

金沢区大豆H1町

金沢区野田寺町桜木

金沢区下中島町

金沢区仙石町

金沢区松枝町

石川県変則学校（漢学）（明６）

石川県中学師範学校漢文専修科卒（明13）

石川県専門学校文学科卒（明17）

石川県専門学校文学科卒（明17）

石川県専門学校文学科卒（明18）

石川県専門学校文学科卒（明１８）

石川県専門学校理学科卒（明治18）

石川県師範学校小学授業法卒（明８）

日
日
日
日
日
日
日
日

９
妬
妬
６
９
９
２
１

月
月
月
月
月
月
月
月

３
⑫
３
３
３
３
３
７

年
年
年
年
年
年
年
年

６
４
７
７
８
８
９
６

１
１
１
１
１
１
１
１

治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明

９
１
３
０

２
２
２
２

９
２
２
８

１
２
２
２

安政３年３月富山射水郡加納村後備郡駆貝陸軍歩兵一等軍曹（明治16）明治20年３月22日 3１

安政３年12月金沢区新竪町東京開成学校（明８） 明治16年５月

明治17年９月

2７

１．着任時の年令

２．第四高等学校での官職，武部直松の他の教員はすべて明治20年９月に第四高等中学校に移っている。

３．OrlandNBenton,明治21年３月～24年７月まで第四高等中学校教員であった。

４．滝川秀蔵に師事し数学を学ぶ。啓明館，中学師範学校の教諭であった。明治17年４月に病没した。（52）
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生徒数は増加して，明治１８年には総数230名となり，卒

業者総計は本科12名，初等中学科３名であった'3)。

第十二款化学

本科ハ物質ノ成分及其離合変化ヲ講明スルモノ

ニシテ百工技芸ヲ助ケ其用ハ極メテ大ナルモノ

ナルガ故二其教授二於テモ専ラ蕊二注キ勉メテ

実物試験ヲナシ普通化学概略二通暁セシムルヲ

要ス

＊明治17年度に数学（関口開）および物理学の教員２

名が病没して欠員となっていた。

*＊東京大学に今井省三が在学した期間の化学科の教授

はRWAtkinsonであった。Atkinsonの後任に松井直

吉が教授となり，明治１４年９月から桜井錠二が教授

となっている。

…「第四高等学校史」には，今井について次のように

記している'4）

「地質および鉱物を担当するかたわら化学も教え

た｡」

とあり，囚高では担当する教科が主に地学・鉱物学

になっていた。

とあり，予備科の第四級（２年生前期）の「化学初歩」

(週５時間）の学習要旨である。これに続き本科理学科

の化学講義では

第四条理学科各学課教授ノ要旨

第三款化学

本科ハ万有学ノー大部ニシテ万物ノ成分及其変

化ノ理ヲ關明スル学科ニシテ，百般ノ製造技芸

ヲ改良進歩セシムルニ与リテカアルモノナレハ

理学科中ノ物理ト並ヒテ専習セシム可キモノナ

リトス而教授ノ次序ハ化学ノ総論二於テ化学ノ

釈義区域及諸名義術語ノ解説ヨリ非金属二関ス

ル諸論ヲ授ケ次テ塩基諸論二及ホシ有機化学ノ

大意二通暁セシメ漸ク進ンテ更二高尚ナル無機

化学ヲ教授シ之ヲ終ルノ後チ有機化学二入り後

定性定量ノ分析術二錬熟セシメ吹管分析ヲ修メ

シム

但本科二於テハ最モ実験ノ養成二意ヲ注キ唯二

書籍上二理ヲ講スルノ幣二陥ルナカラン事ヲ要

ス

4.化学教育

本項では特に化学教育に関係した部分を校則より記し

た5)。

第一章総則

（１）石川県専門学校校則（明治14年８月30日制定）

第一条本校は石川県庁ノ所轄ニシテ初等中学科

ヲ履修シ又ハ初等中学科ヲ卒リ若クハ之

二相当スル学カヲ有スル者ノ法理文科ノ

ーヲ専攻スル所ナリ

入学資格は「第二章入学制限，第二条」によれば

「身体健康年齢十二年以上ノ男子ヲ初等中学

科二，法学理学文学ノ三科デハ十六年以上ノ

男子ニシテ本校所定ノ附属初等中学科以上ノ

学カノアルモノ」

が入学を許可された。また，本科理学科への入学試験で

は，理科（生理学初歩，植物学初歩，普通物理学問答，

講義)，数学（代数学，幾何学)，図画（着色法，正写画

初歩）が課せられたが，化学の試験は含まれていなかっ

た。

次に「第五章教授ノ要旨」（シラバス）が記され

ているが，ここには「化学」のみを挙げる。

と記し，実験の重要'性を強調している5)。

理学科の課程表（時間表）は表２に示すものであった

'5)。本科の教育は先ず第六級から始まり，半年ごとに上

級に進むものであった。したがって本科1年生では化学

では，先ず「普通化学」（週６時間）を六級（前期）と

五級（後期）で学び，ついで２年生は四級（前期）で

｢無機化学」（週６時間）を，更に三級（後期）では「有

機化学」（週６時間）を学んだ。３年生では二級（前期）

と一級（後期）ではそれぞれ１週８時間，「分析化学と

製造化学」を学習した。この課程表からは，週何時間の

化学実験を行っていたかは明らかでないが，講義要旨か

ら二級と一級で分析化学と製造化学（合成化学）の実習第一条附属初等中学校各学科教授ノ要旨

－２４－



表２．石川県専門学校学科課程表第三理学科

Ｌ
第六級

Jil
第四級

しIij１
第壱級

［
普通化学有機化学 無機化学、析化学

製造化学

分析化学

染造化学

一カイ氏

地文学

コルソン

氏地質写

ダナー

金石学

ダナー氏

クレー氏

植物‘。

ハル氏

動物学

ホキスリー

氏生理学

ツケル氏

天文学

円錐曲線法

微分

、'二三角

弧三角

向等代数

官等幾何

同等代数

旧j等幾何

ゴ等代数

高等幾何

諸器械模写

正写画法

実用平Ⅲ

幾ｲlIJ画Ｉ

、'行叶１．－

号己呂:‐

(1877）地文学

地質学

金石学

植物学

動物学

生理学

星学

Geikie,A・ElementaryLessons

Nicholson,Ｈ､Ａ､,ＴｅｘｔＢｏｏｌｏｆ（

Dana,Ｅ,Ｓ,ManualofMineral

Gray,Ａ､,Gray1sLessonsinBol

Hooker,Ｗ,NaturalHistory,H

Huxley,Ｔ､Ｈ､,LessonsinElem

Lockyer,』.Ｎ,ElementsofAsl

ackemanTayler,ＮｅｗＹｏｒｋ（1879）
ｒ

1878）

表中の著者名の記載さ

｢引継目録」６１を用いて

｢第四高等中学校洋書目録」’7川注 書支

を行っていたものと推定される。

当時の予備科では，「専ラ英書ヲ用イ諸学術ノ初歩ヲ

授ケ以テ法理文ノ三学科二入ルヘキ階梯トス｣１８)と記さ

れているように，各学科の講義は洋書（英語）の簡単な

入門書を用いて行っていた。このことは次に記すように

本校で購入した洋書からも分かる。

この課程表を見ると講義時間が多く，－人の教官で総

てを教授するのは大変であった。その事は年報にも「教

員授業時間多キー過ギ教授ノ十分ナラザル憾アリ」と記

している'9)。

ElementaryChemistry，，（1874）は32冊を54円45銭で購

入して，各生徒に貸渡していた（表３）。これはすべて

の教科で行われていた様である。そのことは本校の図書

利用規則2mに次の様に記されていることからも分かる。

(下線は筆者記入）

第十章教科用図書貸与規則

第一条本校所蔵図書ノ内生徒ノ願二依り課業用

ノ分二限り貸渡スヘシ

第四条図書借用中ハ毎日三十日限り制定ノi謎Iニ

ヲ納金スヘシ

第十一章引用図書貸与規則

第一条本校別二引用ノ為メ備置ク所ノ図書ハ本

校吏教員元ト本校二奉職セン吏教貝本校

卒業生及上法理文三学科生徒ニ限り借用

閲読スルヲ得可シ

また，生徒の規律を定めた第八章「生徒心得」の第十五

５．本校収蔵図書

本校の購入．収蔵洋書は，総書籍は約425種で冊数は

約1430冊であった２０)零．この内で特に学科の教科書とし

て用いた書籍は特に多く購入していた。例えば，本科の

化学の教科書であったHenryERoscoe箸，“Lessonsin

－２５－

学科

時

第壱級

時

第弐級

時

第三級

時

第四級

時

第五級

時

第六級

物理学 八

iii．《，

八

学
学

視
熱 六

学
学

聴
熱 六 物・力・動

通論

水学

， 童学

六 普通物理学 六 普通物理学

化学 八 分析化学

製造化学

八 分析化学

製造化学

六 有機化学 六 無機化学 六 普通化学 六 普通化学

地文学
Ｌ・‘０，

bｏｊ。

ギーカイ氏

地文学

地質学
．」･△

iMT;}｛
ニコルソン

氏地質学

金石学 ダナー氏

金石学

ダナー氏

金石学

植物学

1mｌで；

グレー氏

植物学

動物学 ホーケル氏

動物学

生理学 (|ｉｉｉ::jLl ホキスリー

氏生理学

星学 ロッケル氏

天文学

数学
【－

′､ 鴬 分 六 円錐曲線法

微分

六 平三角

弧三角

六 高等代数

高等幾何

六 高等代数

高等幾何

六 高等代数

高等幾何

図画 製図式 諸器械模写

正写画法

地図法 写生法

着色法

実用平面

幾何画法

平行配景法

照景配景法



表３．石川県専門学校で教科書として使用した書籍類（推定）と購入冊数

数学

Todhunter,LA1gebrafOrtheuseofcollegesandschools
Macmillan＆ＣＯ.,1885.２１冊

Todhunter,1．PlaneTrigonometryfOrtheuseofcollegesandschools
Macmillan＆ＣＯ.,1864.９冊

Todhunter,LATYeatiseonPlaneCo-ordinateGeometry・
Macmillan＆ＣＯ.,1867.andl883．６冊

Reidt,FEinleitungzumMathematischeUnterrichit、

BerUn,1886.２０冊

Wright,RRTheEementsofPlaneGeometry．３０冊

Rikugoukuwan,TokioandOsaka,1885．
物理学

Stewart,Ｂ，SciencePrimers,Physics,６thedition、

Macmillan＆ＣＯ.,1876.８冊

化学

Roscoe,HELessonsinElementaIyChemistry,InorganicandOrganic・
Macmillan＆ＣＯ.,1874.３２冊

Roscoe,HELSciencePrimer,Chemistry・
Macmillan＆ＣＯ.,1876．

生物学

Nicholson,ＨＡ，TextBookofZoologyfOrJuniorStudents、 ４冊

ＮｅｗＹｏｒｋ,l880

Gray，sLessonsinBotanyandVegetablePhysiology．Ｇray,Asa.，４冊

Ivison,Blackeman,Tayler,＆ＣＯ.,ＮｅｗＹｏｒｋ,1879．
生理学

Hutchison,ＪＣ，AneatiseonPhysiologyandHygiene、 １４冊

Clark＆MaynarPublisher,ＮｅｗＹｏｒｋ,1879．

鉱物学

Dana,ＥＳ，ManualofMineralogy・

HenryHPeck,NewHaven,1877.４冊

Nicholson,Ｈ､Ａ，TextBookofGeology,fOrschoolsandcolleges ８冊

DAppleton＆ＣＯ.,ＮｅｗＹｏｒｋ,1879．
星学

Lockyer,ＪＮ.，ElementsofAstronomy、 １０冊

DAppleton＆ＣＯ.,NewYork,1878.

アンダーラインした著者の本は西田幾多郎の記述に見られるものである。

条には

6．化学関係の書籍
生徒所用ノ図書ハ樺テ自弁ダル可シト雛モ本校二

本校で収蔵していた化学関係の和書及び洋書について

どのような書籍があったかを知ることは重要な事柄であ

る。和書は僅か２種４冊であり，丹波敬三らの「有機化

学前編，後編」と「無機化学前編，後編｣241であっ

た。これに対して洋書は26種72冊であった（表４）。こ

れらの洋書は「引継書類及目録｣6)ではカタカナ書き或

は翻訳・省略形で記載された書名を「発注命令書｣１６)と

照合して登録番号を割り出し，「第四高等中学校図書目

録｣'７１の記載の書籍名（英語）とも照合したものを，金

沢大学附属図書館収蔵旧第四高等学校書籍で各々の書籍

を照合確認したものを表記した。一部は石川県立金沢泉

折蔵セルモノハ見料ヲ収メテＦスヘシ

と記されている22)。

これらの規則により，生徒は借料を納めて教科書を使

用していた。これらの教科書として使用された書籍は殆

ど多量に購入されたにも関わらず現存しているものは僅

かである。

*文部省第十二年報付録「石川県年報」（明治17年分）

には「洋書総数4123部，価格6324円41銭６厘」と記さ

れている23)。
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表４．石川県専門学校で収蔵されていた化学関係洋書*＊

著者 書名

Fresenius,CRemigius

Thorpe,ＴＥ.＆

Pattison,MuirM

Fresemus,CRemigius

Thorpe,Ｔ・E

meischer,Emil

Sutton,FrancisE

Plattner,KarlE

Wanklyn,J・Alfred＆

Chapman,ErnestT・

Roscoe,ＨＥ.＆

Schorlemmer,Ｃ、

ManualofQualitativeChemicalAnalysis

QualitativeChemicalAnalysisandLaboratoryPractice

ASystemoflnstructioninQuantitativeChemicalAnalysis

QuantitativeChemicalAnalysis，

ASystemofVolumetricAnalysis

ASystematicHandbookofVolumetricAnalysis

Plattner1sManualofQualitativeandQuantitaliveAnalysiswithBlowpipe

WaterAnalysis

ATreatiseonChemistry，

Volumel,Thenon-metallicelements，

VolumelLMetals,part１，

VolumelLMetals,partll,

Volumelll,Thechemistryofthehydrocarbonsandtheirderivatives,onOrganicchemistry，
andtheirderivatives,onOrganicChemistry,paltL

Fownes1ManualofChemistlｙ,TheoreticalａｎｄPractical

AClasSbookofChemistry

LessonsinElementaryChemistry,InorganicandOrganic

Wells1sPri､ciplesandApplicationsofChemistry

ATexbBookofElementaryChemistry,TheoreticalandInorganic，

TheNewChemistry,ｖｏｌｕｍｅⅥ，

ChemistryfOrStudents，

SciencePrimersChemistry

AManualoflnorganicChemistry

Fownes,George

YOumans,EdewardL

Roscoe,HenryE

Wells，DavidA

Barker,GeorgeF

CookeJosiahParsons

Wilhamson,AlexanderW

Roscoe,HenryE

EUot,CharlesW.＆

Storer,ＦｒａｎｋＨ・

BowmanJohnE

Muter,John

Wagner,RudoH

Charles,Ｔ・Cranstoun

Blyth,A1exanderWynter

Johnston,JamesFW

GrifBn,JohnJoseph

Barley,Thomas

Regnault,Ｍ,Ｖ，

DeMonvel,BBoutet

Watts,Henry

AnlntroductiontoPracticalChemistry

AnlntroductiontoPharmaceuticalandMedicalChemistry，

AHandbookofChemicalTechnology

TheElementsofPhysiologicalandPathologicalChemistry
Poisons:TheirEffectsandDetection・

ElementsofAgriculturalChemistryandGeology・
ChemicalHandicraft

APocketBookfOrChemists

PremiersElementsdeChimie＊

CoursdeChimie＊

ADictionaryofChemistry,ｉｎ４ｖｏｌｕｍｅｓ＊

volLABICHrrE-CONGLOMERATE，（1863）

vollLCONHYDmNE-GYTGE，（1863）
vollll､HAEMAPHEIN-MYSOmN．（1865）

volⅣ､NACRrrE-PYRUVICACID，（1866）
volV・QUADRANTOmDE-ZYMURGY．（1869）

ＡＤｉｃtionalyofChemistry,thirdsupplementPartlI.＊Watts,Henry

＊これらの書籍は現在，石川県立金沢泉丘高等学校図書館に収蔵されている。

悴書籍の詳細は文献49を参照のこと。

丘高等学校図書館および石川県立図書館収蔵書籍でも同

様の作業で確認した251。これ等の書籍の他に化学の掛図

(レノルツ箸）一部４軸（Raynolds,ＪＥ.,Experimental

ChemistryforJuniorStudents,London，1888.partL

Introductory,ｐａｒｔ２.Non-metals,part3Metals,part４．

organic.）があった。掛図はこの当時から学校教育で使

用されていたのである。

これらの書籍の中には加賀藩時代に壮猷館舎密局で購

入されたものや－Youmans・ＥＬ，“AClass-Bookof

Chemistry,，（1866）（慶応３年購入と推定）－，藩校

｢学校」で購入されたもの－Regnault,Ｍ､Ｖ､，“Premiers

E1ementsdeChimie，，（1870)，石川県中学師範学校で購

入されたもの－Barker，ＧＦ.，“AText-Bookof

ElementaryChemistry，，（1870)，Eliot,ＣＷ.＆Storer，

ＦＨ.，“AManualofInoIganicChemistIy，,（1876）など

が含まれているが，他のものは今井によって購入された

ものであり，化学教育の資料として使用されたのであっ

た。当時，わずかの７年間にこれだけの書籍を取り揃え

たことは注目に値する。書籍リストの中に加賀藩弾薬所

２６１の蔵書印があるもの（明治初期に購入と推定）は，一

時期本校に収蔵されていて後，石川県に返却されたもの

と推定されるものである'6)。化学の入門的教科書のみで
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中学校に移管された時には，総ての化学実験機器は表５

に記載した様に133種775点で，総評価額459円66.7銭

(現在価格に換算すると約460万円）であった*。当時購

入された物理機器249点のうち89点は現存しているが2７１，

この表に記された化学機器は一点も残っていない。

この表を詳細に見ると，硝子器具の中に「和製ビーカ

ー15点２円25銭」と特に記されていることから，他のも

のは総て輸入した品と考えられる。これらの品を購入す

るために使用したと見られる機器カタログとして，

LondonのJohnJosephGriffinandSons社の“Chemical

Handicraft,AC1assifiedandDescriptiveCatalogueof

ChemicalApparatus，,（1877）があり，注文したと見ら

れる品にマークが付けられている。これは当時は和製機

器がまだ十分に出回っていなかったことを示している。

表５の器具のうち，硝子器具類は現在と同じ型のものが

使用されているが，その名前からどのような品か判断し

難いものを，Griffinのカタログから選び出して図３に挙

げた。

表５中の水分析器，化学天秤とブンゼン氏電池は「物

理機械図入目録，第四高等学校物理室｣2s)にも描かれて

おり，その備品番号から本校で購入されたものと推定さ

れる品である27)。図４は現存する「水分析器」であり，

このもののスケッチが「物理機械図入目録，第四高等学

校物理室」に描かれている事がわかる28)。この附表５の

機器から，アルコールメートル，化学天秤，比重瓶，ビ

ュレット，験光鏡，吹火管，ベルセリゥス酒精燈，硝子

製酒精燈，真鐡製酒精燈，ルシヤン燈，白金製琳渦，白

金線，白金板，硝子集気鐘，ポッタス・ポルブ，冷却管，

デフラグレーテングポツトル，安全漏斗，青色及緑色硝

子，セハレーテングハレ子ル，輪，膀胱，爆発瓶，水分

析器，ブンゼン氏電池，アスピレートル，水素発音玻璃

管等から，どの様な化学実験を行っていたかが容易に推

定される。当時はまだ都市ガスを用いたバーナーは無く，

酒精燈（アルコールランプ）やルシアン燈は化学実験の

ために重要な熱源であった。

図５は本校で購入された化学天秤（物理機器に登録の

もの）である27)。当時は無機元素の高感度の分析法は炎

色反応と吹管分析（BloWpipeanalysis）であり，特に吹

管分析が重視されていたことは講義要旨からも分かる。

また，硫化水素を用いた無機金属イオンの定性分析も後

;iififjiiTfij:ii蕊ｉ
雪●量Ｔｌ■叙

流奉鐸三Ａ種
…夢

ＣＯ．

'な､:ｌｗｗ'1$

図２．Roscoe,Ｈ,Ｅ,，“SciencePrimers，

ChemistIy，，（1876）の表紙。

「石川県専門学校蔵書」の印章がある。

なく，Fresenius,Ｃ､Ｒ，の定性分析書と定量分析書，

Tholpe,ＴＥ.,の分析書，Plattner,Ｋ､Ｆ､,の吹管分析法な

どの化学実験書は最終学年での分析化学の教育で使用さ

れたものと見られる。Roscoe,ＨＥ,の“ATreatiseon

Chemistry”やWatts,Ｈ,の“ADictionaryofChemistly，，

のような大型の書籍も注目される。しかし，当時の事情

を反映しているのか有機化学専門の書籍は少ない。生理

化学，毒物学，農用化学などの広い分野の専門書も含ま

れていることは注目される。Roscoe,ＨＥ，“Science

Primers,Chemistry,，（1876）は，化学教科書として予備

科で使用されていた（図２)。

第四高等中学校での書籍の多くが，丸善京都支店を通

して購入されていたことから，本校でもこれらの書籍を

同じ様に購入していたと推定される'6)。

7.化学実験室と実験機器

先に記した34坪の化学実験室には，引出し付きテーブ

ル13台，実験用机（実験台）１台，試験薬品台１台，薬

剤棚１台，標本棚３台，貯薬棚１台，水桶1台，付風呂

棚１台などの備品があったい。さらに，本校が第四高等
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６．硝子集気鐘BellGasRecieverとデフラグ

レーテングポツトルDeflagratingJar

璽立又立
鰹1０2412.241ａ理14.

篶
雷d鐸が

１１==＝円錐型テストグラス

ConicalTestGlasses

３

菫:璽二i言
7．レトルト台RetortStand

４．エイヤ･バツスAirDryingBath ８．ポツタス・ボルブLiebig，sPotashBulb

図３．石川県専門学校の化学実験機器（－部）

文献６．と表４．のGrifhn,J､Ｊ，℃hemicalHandicraft，,（1877）を使用。
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表５．石川県専門学校の化学器械

名称 員数評価 名称 員数評価

亜瑠箇児メートル

摂氏験温器

化学天秤

比重壜
ピペット

ビュレット浮子共

円錐形テストグラス

天秤小ノ分
験光鏡
レトルト

レトルト台

レトルト小台

アイロン，クランプ

吹火管
ベルセリユス酒精燈

硝子製酒精燈
真鍛製酒精燈
ルシヤン燈

七藍

陶製垳墹蓋付き

磁製垳墹蓋付き

白金製琳渦

白金製小鍋

白金線及白金板

銅製湯煎釜

土製鍋

陶製蒸発Ⅲ

燃焼管
陶製大Ⅲ

同小Ⅲ

硝子集気鐘

瓦斯ホルダル
フリキ製鐘形

長頚受器
ポツタス・ボルブ

冷却器
磁製大徳利

大フラスコ

中フラスコ

リータ，フラスコ

広口壜

瓦斯試験水槽
黄銅匙

小刀

曲端炉箸
コップ

縁すりコップ

硝子板

秤百二十匁掛り
鉄火Ⅲ

鍋１升入

磁製大鉢

コルク圧搾器
エイヤバッス

鉄製椀

骨製匙

針金製垳墹台

飾

木製屏風

三稜鑪

画度円筒
比重計

セハレーテンクフハレ子ル

小硝子漏斗

漏斗台

上士器

銅製時俵挟
漏斗形火焔覆

輪篭及護謨管付き
陶器版

護謨管
ビーハイブ

磁製レトルト

硝子壜管付

硝子管台

木製クランク

ベルセリユス卓台

小燭台

膀胱

キロク抜き

赤青黄色試験紙

爆発鰻

鉄製網

鉄線製三角

鉄製三脚台

円鑪

平鏑

箆子

ヒレセット

水分析器

ブンゼン氏電池

水槽
アスピレートル

時俵

水素発音玻璃管
財渦挟み

鉛製垳渦

耐火粘土製垳渦

玻璃製乳鉢

試験管用刷子
玻璃細梶
磁製レトルト

乾燥填

玻璃円筒

玻璃鐘

螺旋抜き

化学標本
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２
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６
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０
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１
１
１
５
１
１
３
３
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１
２
３
６
１
１
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３
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１
５
４
４
３
ｍ
７
膀
朋
皿
３
８
５
２
３
２
１
１
２
１
１
１
３
１
２

１
１

１
１

１
２

１
１

２

４
２

０
０
０
０
０
７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
４

０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
５
５
０
５
５
５
０
５
７
５
５
０
０
０
０
３
０
０
６
７
０
０
５
０
０
０
３
０
５
０
０
３
５
５
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
５
８
４
１
０
０
３
０
９

５
８
０
０
３
５
３
０
０
２
６
３
２
２
７
７
３
２
０
３
３
０
５
３
１
０
２
０
０
１
５
０
５
６
３
５
９
７
５
１
１
１
８
２
７
０
５
０
５
５
８
６
４
１
５
６
３
０
０
０
２
２
５
１
１
０
３

９
９
９
，
，
‘
，
９
，
，
，
，
？
９
７
９
，
ｐ
，
９
７
９
，
り
り
９
７
９
９
？
，
７
，
リ
リ
９
９
リ
リ
リ
リ
９
９
９
９
９
９
？
？
９
９
７
９
９
９
９
，
？
？
９
９
９
７
，
？
？
？

１
９
０
４
２
７
０
５
３
３
３
０
０
２
７
２
０
７
０
７
４
７
３
５
３
０
８
３
０
０
１
４
０
０
３
７
０
０
０
０
５
０
０
２
４
６
１
８
３
２
３
２
０
２
０
１
０
５
０
０
０
０
０
０
０
５
３

１
３

２
２

２
１

１
３
１
２
３
３
０
１
７
１
１
２
１
２
３
２
１
２
４
３
２
１
１
２
５
３
１
１
１
尺
１
３
４
２
１
２
１
７
２
箱
２
６
６
６
１
１
１
７
１
１
１
１
３
１
１
１
６
１
０
７
２
１
１
２
４
１

１
１

１

６
１

Ⅲ
剛
側
剛
川
脇
剛
川
棚
測
伽
伽
伽
Ⅲ
剛
側
Ⅲ
伽
Ⅲ
側
伽
伽
捌
Ⅷ
脇
伽
側
剛
伽
川
棚
剛
Ⅲ
川
棚
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
刑
剛
剛
珈
川
棚
Ｍ
川
捌
剛
Ⅲ
伽
伽
伽
捌
棚
伽
川
棚
Ⅲ
伽
汕
棚
Ⅲ
伽
Ｍ
剛
Ⅲ

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
２
０
０
０
０
０
０
２
７
１
０
０
０
０
０
３
０
１
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
３
３
３
０
０
０
１
０
１
０
０
０
１
０
１
０
３

，
９
９
９
，
，
，
７
９
，
，
９
９
９
９
，
？
９
７
，
？
９
９
９
９
９
７
，
９
７
９
？
？
９
９
９
？
，
？
？
，
，
，
，
？
，
夕
９
，
，
，
９
７
，
？
７
，
？
‘
９
，
？
，
，
？
・

１

デフラグレーテングボツトル

球形硝子大鉢

和製ビーカー

舶来ビーカー

三頭壜

漏斗

安全漏斗

球付管
硝子管
試管

試管台
試管挿
Ｕ字形管

青色及緑色硝子
磁製乳鉢乳棒共
磁製大乳鉢

鉄製乳鉢乳棒共
コーク・ポーレル

炉箸

剪刀

鑿

龍頭

螺旋回し
コーク抜き

試薬箱小管40,小填２０
貯薬壇 合 計 775 459,667

文献６．のデータをもとに作成。評価の単位は，例459円66.7銭である。
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8．化学試薬

本校で使用した化学薬品の226種のリストを表６に挙

げた6)。試薬の分類は硝酸，硫酸などの塩類として記載

されているために，陽イオン（金属イオン）については

マンガンとモリブデン以外は分からない。此中には有機

化合物73種およびカルポン酸（格魯母酸）2種が含まれ

ていた。これらの試薬は無機化学の教育に必要な殆どの

ものは備えていたと推定される。Griffinのカタログには

試薬類も記載されていることから，これらの試薬類も機

器と同様に輸入品を使用していたものと考えられる。

li1l11llillIiiiiiiiililIil11iD

表６．化学薬品

名称

酸類

塩基

硝酸塩類

硫酸塩類

炭酸塩類

酸化物

造塩素化合物

硫化物

員数(種）

３

３

２１

２１

１７

１３

２７

８

名称員数(種）

青酸化合物１２

燐酸化合物l

iMi酸化合物３

格魯母酸化合物２

満俺化合物ｌ

モリブデナム化合物１

炭素化合物即有機物７３

元素２０

合計２２６

図４．水分析器

石川県専門学校の物理機器に含まれていた。

現在，石川県自然史準備室に収蔵されている291。

文献６．のデータで作成。

9．哲学者西田幾多郎の習った化学講義

本校の本科で行われた化学講義および実験の具体的な

記録はまだ見出されていないが，西田幾多郎は明治19年

９月から20年11月21日まで専門学校附属初等中学科３年

の生徒であった。西田はこの時の様子を次のように記述

している31)。鐸轤蕊鰄霧篝1111露霞

図５．化学天秤

石川県専門学校で購入したものであり現在，

金沢大学資料館に収蔵されている。 「当時我国の学校も学問も尚幼稚なものであった。教

科書と云っても，大抵定まったものであった。読本を

－通終われば，マコーレーの論文を読むことになって

居り，数学はトッドハンタ，物理はスチューアルト，

化学はロスコ，万国史ならスウィトンという風であっ

た。ミルやスペンサの二三冊も読めば一角の哲学者と

考えられたものであった｡」

記するように行っていたと推定される。

＊「文部省第十二年報付録」（明治17年分）「石川県年報」

３０)には「器械標品，化学部総数890個，価格587円15銭

６厘」と記されている。

このロスコは前記の“SciencePrimers,Chemistly，’で

ある。（他の書籍については文献32～38を参照｡）この本

は明治初期から20年頃にかけて我が国では広く用いられ
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たものであり，その訳本も明治７年10月（1874）に文部

省から市川盛三訳``小学化学書，，として刊行され，「最

も代表的な初等化学教科書」となっていた39)。この時の

西田の同級生には，鈴木弥太郎（大拙)，藤岡作太郎，
ひざし

山本（金田）良吉，木村栄，松本文三郎等がし薊たことは

注目される側)。

また，本書は明治１１年の石川県中学師範学校の「課程

表，上等ノ部」の第六級（第四年前半期）および第五

級（第四年後半期）の「化学，ロスコー氏化学書」で

も使用されていた４１)。

さらに，この時に西田は「化学の先生が私共の上級で

チャンバの万国史を教えられてことがあった｡」と記し

ており，今井省三がChambersの歴史書を用いての講義

もしていたのである42)。

西田は明治21年９月に第四高等中学校第一部一年生

(文科）に入学したが，２２年９月には理科に転学科して

いる。その時に受けた化学の授業を次に記している431。

校を前身枝として，いくつかの学校を経て明治14年に石

川県中学師範学校を改称して設立された高等教育を目指

したものであった。

文部省は明治19年11月に高等中学校の設置区域の決定

を行った４６)。「勅令第十五号中学校令第四条二基キ高

等中学校ノ設置区域ヲ定メルコト左ノムロシ」として，

｢第一条設置区域ヲ次ノ五区域トスル」では「第一区

(関東・中部１１府県)，第二区（東北６県)，第三区（近

畿・中国・四国17府県)，第四区（北陸４県）第五区

(九州７県)」と区域を決めた。そして，「第二条設置

位置ヲ第一区ハ東京，第三区ハ京都，第四区ハ金沢」と

した。この結果，石川県専門学校は文部省直轄の第四高

等中学校に名称が改められ，明治27年に第四高等学校と

なった。これらの設置決定には資金をはじめ種々の要因

が絡んでいた様であるが，石川県専門学校の存在も大き

な要素となっていたことは云うまでもない。しかし，こ

れまでにはこの前身校での理科教育，特に化学教育につ

いては全く調べられていなかった。この度「引継書類及

目録｣`)が見つかり，125年前の化学教育の実体を明らか

にすることが出来た。

石川県専門学校について，西田幾多郎の次の様に記し

ている47)。

「私は数物の学にも興味を有ち，一種の`瞳`膿も有った。

併し実験といふものをやる気にはなれなかった。特に

その時分，高等中学の理科で課せられた鍵を引張って

街を測量し歩き行く退屈さや，化学の実験に用いられ

る硫化水素とかいふものの臭はとても堪へられるもの

ではなかった｡」 「東京を除いて，地方では，その頃，此種の学校は殆

んど他になかったろうと思ふ。百万石の力で明治の初

年既Iこかういふ学校が金沢にできたものと思ふ゜（中

略）先生と云ふのも，皆この学校の卒業生で，兄貴分

と云った風なり，七年の学校と云えば，最下級のもの

と，最上級のものとは，可なり年令の差があるのであ

るが，それでも誠に親しく，全体が家族という様な温

味のある学校であった｡」（以下略）

とあることから，本専門学校でも化学の実験で硫化水素

を使用して金属イオンの定性分析は行われていたと考え

られる。また，彼は「見よ君単一なる無機元素の集合し

て有機物を作ろは，已に今井先生先日蟻酸製法に就て説

明せるにあらずや｡(以下略)」と記し，一酸化炭素から有

機物である蟻酸の製法を習っていたことを示している")。

とあり，本校の存在は希なものであったこと，また，そ

の学校の家族的な雰囲気を示している。これには学問を

重視する加賀藩時代から受け継がれた教育についての考

え方が注がれていた。しかし，石川県専門学校の発足に

あたり生じた問題は，新しい西欧の進んだ文化を教える

に必要な学力のある人材一教官一を揃えることであっ

た。表１に本校教職員の履歴と担当科目を示したが，発

足当時は，１４名の教官の内，学士は僅か２名に過ぎず，

考察

明治初期から同20年頃までの間，全国に高等学校が発

足する以前の，わが国の化学史あるいは化学教育史につ

いては，これまでは殆どが東京大学理学部を中心とした

ものが記述されていた45)。しかし他の地域の公立学校に

おいても新しい理科教育は行われていた。その一つが石

川県専門学校での理化学教育である。本校は加賀藩の藩
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いずれも東京大学を卒業したばかりの若い者であった。

他の者は前身校などから移ってきた，あるいはその卒業

生でもあった。その後は本校の卒業生が直ちに教諭助手

として採用されていた。本校職員の着任時の年齢の平均

は23.7才と若いことがこのことを裏付けている｡また，

教諭は例えば化学と英語のように複数の教科を講義する

状態であり，また「課程表」（表２）は教官一人あたり

の担当授業時間数がかなり多いものであったことを示し

ている。これは石川県の予算により運営されていた事も

あり，財政上の問題も関係していた様である。これらの

問題は本校のみのものではなく，他校でも総ての分野の

近代教育で直面した問題であったと見られる。

第二には教育制度にも問題が見られ，明治の改革に当

たり教育制度は次々と改変されていた。本校でも，初め

は「専門学校予備科」として３年間の中等教育が英書を

教科書として用いて行ていたが，明治17年からはこれを

｢附属中学校」として，和書を使用しての教育に改めて

いた。化学では丹波敬三翻訳「無機化学」が明治１２年に

初めて発行された48)。当時，中等教育に適した和書が無

かったことから，また上級課程での専門洋書を読むため

の準備でもあったのであるが，本来の目的である高等教

育の効果が上がらなかったためによる変更でもあった。

特に学校で洋書を教科書として多数冊を購入して，生徒

に有料で貸し与えて授業を行っていた事は注目される

21)。これらの書籍は学校の図書室に返却されたはずであ

ったが，現在残っているものは僅かであり，殆どが失わ

れていた49)。

本校で教科書として使用されていた理系洋書は表３に

挙げたものであり，いずれも生徒数に合わせて多数冊が

購入されていた。また，これらのいくつかは「課程表」

の中にも見られる。本校の生徒数は開校以来，年々増加

していたが，本科理学科の生徒数は法学科，文学科の生

徒数に比べると少なかった。理学科の教育は物理学，化

学，数学に重点が置かれ，多くの時間（週６～８時間）

が充てられていた。表２に示した様に，基礎化学から無

機化学，有機化学と学び，さらに分析化学，製造化学と

進んだことは，当時の東京大学理学部化学科の教育に準

じたものであった45)。本校で購入・収蔵された26種72冊

の化学関係洋書の殆どが現在金沢大学附属図書館に収蔵

されており，これ等の書籍によってもその教育の内容を

知ることが出来る（表４）。そこには化学の入門書のみ

でなく，当時の最新の化学`情報を記載した専門的な書籍

も購入されており，生徒の教育のために使用されていた

と見られる。この収蔵書籍には加賀藩の藩校や，壮猷館，

あるいは海軍局，弾薬所等で使用された貴重書，また前

身校である石川県中学師範学校で購入されたものも含ま

れている49)。

今回の資料により，どのような実験器具と化学薬品が

使用されていたかが明らかとなったが，より具体的な生

徒の実験の内容についての資料は得られていない。しか

し，この程度の資料が得られた事でさえ極めて稀なケー

スである。それは，化学器具は破損し易い事，薬品は消

耗品である事のために，資料が失われるからである。物

理機器のように保存きれやすいものでも，当時の機器や

そのデータがまとまって残っているものは，旧第三高等

学校50)と旧第四高等学校27)に関係したもののみである。

実験硝子器具のリストには，「和製試検管」と記された

ものがあることから，他のものは殆どがイギリスから輸

入した品であったと推定される。明治１０年に発足した当

時の東京大学理学部化学科においても，「大学でも其実

験には皆外国製の硝子器具を用いて居たので（以下略)」

とあり，状況は同じであった5,．これは今日でも，発展

途上国の大学において見られる事柄である。

以上，「引継ぎ目録」の資料を中心として，125年前の

旧石川県専門学校での化学教育について概観してきた。

本校での石川県における高等専門教育の始りの一部を今

回初めて描き出すことができた。

謝辞．本論文の作成にあたり，資料調査にご協力いた

だいた金沢大学資料館在田則子氏，田嶋万希子氏に深謝

します。
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